



2006年10月11日 か らll・月15日 までの期間、明治大学 中央 図書館 ギャ
ラ リーにて、 「考古学者 杉原荘介展」(第16回 明治大学中央 図書館企画
展示)が 開催 された。杉原荘介(1913-1983)は 、 い うまでもな く明治大学
文学部考古学専攻(研 究室)を 発足 させ、本学 に大 きな足跡 を残 した考古
学者であ る。 また、 日本 で初 めて弥生時代の水 田が検出された静岡県登 呂
遺跡や、 日本で初 めて旧石器時代の文化 の存在 を明 らかに した群馬県岩宿
遺跡の調査を手がけ、 日本考古学 にも絶大な貢献 を した。
杉原氏の経歴や業績は、上記企画展 の解説パ ンフレッ トや、大塚初重(編)
『考古学者 ・杉原荘介』(1984)に 詳 しいので、 ここでは特 に触れ ない。本
稿 では、 氏の非常に幅広 い貢献 の中で、明治大学 中央図書館 に氏が寄贈 さ
れた欧文考古学書 を紹介、解説す る。
氏は裕 福な和紙問屋に生 まれたので、明治大学 中央図書館 の予算がそれ
ほ ど潤沢ではな く、高額 な洋書 を 自由に購入 できなかった時代 に、以下の
通 り、数多 くの洋書 を個人的に収集 してお られた。 これ らの文献 は、随時、
当時の考 古学 陳列館 ・研究室 に入れ てお られたが、1981年5月25日 付け
で中央図書館 に寄贈 された。1980年 代初頭 にはこれ ら学術書 は既 に絶版で、
大変入手 困難なものばか りであ り、寄贈の意義 は計 り知れない。
以下、本 の対象地域 にできるだけ分類 して リス トにす る。個々の出版 デー
タは、『和訳書名』 著者名(苗 字,名 前).書 名(イ タ リック体).出 版社 また
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は出版者,出 版年.請 求記号,巻 号(該 当す る場合のみ)の 順 に挙 げる。地域
ご とに、著者 ・編集者 のアルフ ァベ ッ ト順 に並べ てある。 またその中で、
特に重要、興味深い と佐々木が判断 した文献 について、解説 ・解題 を付 した。
本稿 の巻末 に結論 として、杉原荘介 旧蔵欧文考古学書の全体的傾向を分析
し、その重要性を説明 したい。
考古学一般(地 域を問わないものや、方法論に関するもの)
『先 史 時代 』Capitan,Louis.加 ρア6簡'o舵.3eed.rev.etaugm.Payot,1931.
202/157〃D
『考 古 学 者 の た め の 骨 学 』Cornwal1,lanWolfram.Bonesforthearchaeologist.
PhoenixHouse,1956.202/154//1)
『考 古 学 者 の た め の土 壌 学 』Comwall,IanWolfram.Soilsforthearchaeologist.
Macmillan,1958.202/155〃D
『考 古学 と航 空 調査 』Cm幅brd,OsbenGuyStanhope.Airsurveyandarchaeology:
illustratedby〃zapsanddiagrams.2nded.H.M.StationeryOff.,1928.099/1947〃D
著者 ク ロ フォー ドは、 考 古学 者 と して初 めて、 航 空 写真 か ら遺跡 調査 を
実 践 した研 究 者 で あ る。 地面 に立 って い るだ けで は認 識 が 困難 な地 下 に お
け る土 壌 の変 異 も、航 空 写真 で 判 明 す る こ とが あ る。 この 手法 で 、 ブ リテ
ン島 に お け る数 多 くの集 落遺 跡 の分 布 を明 らか に した。 また一 般 の人 々 が
考 古学 の研 究 成果 に 関心 を もっ て も らえ る よ う、 意 識 的 な努 力 を した最 初
の研 究 者 の一 人 で あ る。考 古 学 界全 体 への その他 の貢 献 として、 イ ギ リス
の権 威 あ る学 術 雑 誌 浸η吻〃め・を創 刊 、永 く編 集 主幹 を務 め た こ とも忘 れ ら
れ な い。
『原 史学 研 究 の基 礎 的 問題 一原 史時 代 の人 種 ・民族 ・文化 に関 す る研 究 の現
段 階 と批 判 』Jacob-Fhesen,KarlHe㎜a㎜.Gπ 〃ゆh㎎ εη漉rし ㎏(痂 励 ψ 澗c伽gノ
&孟・雇 酬 κ鰍 伽F・ 雌C加〃9〃わθ・肋5ε 鴎 剛 勉r〃〃ゴκ〃1罐 η融 解C肋 〃痂 εr
Z乙蹉Helw㎞gscheVbrlagsbuchhandhmg,1928.099/1948〃D
『金 属 器 出現 以 前 の人 類 』Jol聾Nicolas.Manbeforemetals.5thed.KeganPaul,
1892.469/148〃D




石 器 時 代 が 、 打 製 石 器 の み を 使 用 し た 旧 石 器 時 代 と 、 磨 製 石 器 も 併 せ て
使 う よ う に な っ た 新 石 器 時 代 に 区 分 で き る こ と を 主 張 し た 、 初 め て の 著 書 。
考 古 学 史 上 燦 然 と 輝 く論 考 。
『先 史 時 代 の 人 文 地 理 学 』Nougi町LouisRe酷G6ρg黙卯 漉 加 〃η惚 ρr6傭'(レ
置1gμθ.Gallimar(i,]955.290/24C〃D
『先 史 学 の 要 素 』Peyron脇Denis.EZ6〃1θ薦 飽 ρ励 赫o舵.Nouv.ed.rev.etaugm.G.
Eybouleち1927.202/156//D
『古 代 の 狩 猟 民 と 近 代 の 狩 猟 民 』Sollas,WilliamJohnson.Ancienthuntersana
theirmodernrepresentatives.3rded.Macmillan,1924.469/150〃D
『ペ ド ロ ・ ブ ッ シ ュ=ギ ン ペ ラ 博 士 献 呈 論 文 集 』Breuil,Henh他.Pα 加
β05c乃 一G勿 ρθmε 〃θ15¢ρ吻顧 加ooη ∫vεκ∫απo漉 甜 ηoc吻'θ η∫o.hstitutoNacionalde
AntropologiaeHistoha,UniMNacionalAut6nomadeM6xico,1963.209/133//C
『於 ロ ン ド ン1932年 開 催 第1回 先 史 ・原 史 学 国 際 会 議 発 表 要 旨 集 』Pro-
ceedingsoftheFirs〃 カ'㎝ α伽 α1Cb〃9昭 ∬ofPrehistorica〃 〃 渡)`o伽07'c5ヒ'θ ηα壌,
London,August1-6,1932.H.Milford,1934.202/158〃D




『化 石 人 類 』Boule,Mar㏄11in.Fossilmen:elementsofhumanpalaeontology.Oliver
andBoyd,1923.469/146〃D
『初 期 人 類 』Keith
,Arthur,Sir.Theantiquity(～fman.Newandenl.鉱,completely
rev.andreset.WilliamsandNorgate,1925.469/142〃D他(2巻)
『初 期 人 類 に 関 係 す る 新 発 見 』Keith
,Arthur,Sir./>ewdiscoveriesrelatingtothe
antiquityofman.Williams&No㎎ate,1931.469/149〃D




著 者 は20世 紀 前 半 に アメ リカ合 衆 国 で活躍 した 、 旧石器 時代 の ご く初期
の専 門家 。 その名 は、 ハ ー ヴ ァー ド大 学 人類 学 科 の マ カ ーデ ィー記 念 旧石
器考 古 学担 当教 授 として、現 在 に残 る。
『旧石 器 時代 の人 類 とそ の環 境 、生 活、 芸術 』Osbom,HenryFaufield.Menof
theOldStoneAgE,〃2ε かθηソ'π)η〃2(ant,lcfeandart,3rded.Scribneら1921.469/147〃D
『洪 積 世 時 代 の 人 類 』Wiegers,Fh肱1)伽 吻 々 珍騨c励 漉 ∂総 λ姥欝o勧.F.
Enke,1928一.469/141〃D,Bd.1
ヨー ロ ッパ
『ミ ノ ア 宮 殿 の ガ イ ド』Alexiou,S{ylianos.AguidetotheMinoanpalaces:Knos-
30鼻P肋 顔08物1'∫o.2nded.SpyrosAlexiouSons,不明.231〆154〃D
『イ ン ド ・ ヨ ー ロ ッ パ 語 族 の 諸 問 題 』BoschG㎞pe穐Pedro 。E1ρ π溺 躍 α'〃一
6わα」凋ρθo.DirectionGeneraldePublicaciones,1960.209/134〃DZ
『ア ン ダ ル シ ア 南 部 地 方 の 岩 壁 画 一 新 石 器 ・銅 時 代 の 芸 術 の 一 群 に つ い て 』
Breuil,Hen㎡.RockpaintingsofsouthernAndalusia:adescription(faNeolithicand
CopperAgeartgroup.ClarendonPness,1925.099/1940〃D
著 者 は 旧 石 器 時 代 を 前 期 ・中 期 ・後 期 と細 分 し た 研 究 者 と し て 、 考 古 学
に 大 き な 貢 献 を な し た 人 で あ る 。 本 書 は 石 器 が メ イ ン テ ー マ で は な い が 、
関 連 し て 石 器 時 代 の 芸 術 を 扱 っ た も の 。 著 者 ブ リ ュ イ ユ の そ の 他 の 著 作 と
し て 、 『洞 窟 芸 術 の400世 紀 』Fourhundredcenturies(caveartO99/316//D、『旧
石 器 ・中 石 器 時 代 の 人 類 』L醐 加 〃3〃勝 雄1∂ ρ'θ舵oηc'θ πηθ(ρ曜01励 吻 θθ∫〃26-
501励lg〃 θ)469/28柵 、 『 ラ ス コ ー 洞 窟 壁 画 』TheLascauxcavepaintings
O99/3894〃Dな ど を 本 館 は 所 蔵 し て い る 。
『先 史 お よ び ロ ー マ 時 代 研 究 一 大 英 博 物 館 先 史 お よ び ブ リ テ ン 島 ロ ー マ 時 代
部 門 開 設 記 念 』BritishMuseum.PrehistoricandRo〃zanstudies:commemoratingthe
openingofthe1)epartmentofPrehistoricandRomano-BritishAntiquities.Trusteesof
theBritishMusewr,1971.233/436//D




著 者 は、 次 のチ ャイル ドに従 っ て、 ヨー ロ ッパ に お け る様 々 な地 域 文化
の 時間 的併 行 関 係 を モ デル 化 した 人 で 、放 射 性 炭 素 年 代 が わか る 以前 は、
この本 が ヨー ロ ッパ 全域 を対象 とす る考 古 学 の基 本書 で あった。
『ス コ ッ トラ ン ドの先 史 時 代 』Childe,V.Gordon.TheprehistoryofScotland.K.
Paul,Trench,Tmbneら1935.233/433//D
チ ャイ ル ドは考 古 学 の 方法 論 を初 めて体 系化 した、20世 紀 前 半考 古 学 界
最 大 の功 労 者 で あ る。 ロ ン ドン大 学 考 古学 研 究 所 長 に就任 す る まで は、 ブ
リテ ン島北 部 、 エ ジ ンバ ラ大 学 の ヨー ロ ッパ考 古 学 担 当の教 授 を して お り、
本 書 は ブ リテ ン島 北部 の考 古学 の概 説 書 で あ る。な お、チ ャイ ル ドの著 作 は、
研 究 史 の なか で画 期 をな す もの ばか りで、 次 の通 り本 館 は数 多 く蔵 書 して
い る。 『ア ー リ ア人 一 イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 語 族 起 源 の 研 究 』TheAryans:a
studyoflndo-Europeanorigins209.2/2//1),『 青銅 時代 』BronzeAge202/9//1),『 ドナ
ウ川流 域 の先 史 時代 』Danubeinprehistory230/13//D,『 ヨー ロ ッパ 文 明 の曙 』
ThedawnofEuropeancivilization(5版230/12〃Dと6版230/12/D/D他)、『文 明
の起 源 』Manmakeshimself.3rded.202/ll〃W(ねず まさ しに よ る邦 訳202/6〃W
他 が岩 波 新書 と して刊 行)、 『ア ジア の古代 文 明 』Newlightonthe〃zostancient
East.4thed.LOgD5/209.2-1〃DZ(ね ず ま さ しに よ る邦訳 が あ る)、 『考古 学 の方
法 』Piecingtogetherthepast202/77//D(近 藤 義 郎 に よ る邦 訳202/162〃D他 が あ
る)、 『社 会 進化 』Socialevolution209/39//Dな どで あ る。
『北部 ヨー ロ ッパ 中石器 時代 の集 落一 後 氷期 初 期 の北 ヨー ロ ッパ にお け る食
糧 採集 民 の研 究』Clark,JohnGrahameDouglas.TheMesolithicsettle〃tentofNoKI-
ernEurope.・ α伽 かq々 乃θ力06匹g勧 θπη91フθ(～Alesoft>b肋θη2E〃π～peduringtheearl/
post-glacialperiod.CambridgeUniversityPress,1936.238/192//D
グ レア ム ・クラー ク は1935年 に ケ ン ブ リ ッジ大 学 の考 古学 担 当専 任 講 師
に就 任 、1960年 代 は ケ ンブ リッジ大学 の考 古 学講 座 で 最高 の教授 職 に あっ
た、優 れ た研 究 者 で あ る。 学 際 的方 法論 の 導入 な ど、様 々 な分野 で考 古学
へ は貢 献 して い るが 、専 門 は ま さに 中石 器 時代(旧 石 器 時 代 か ら新 石 器 時
代 へ の移 行期)で あ り、本 書 は彼 の初 期 の 主著 の ひ とつ と言 え る。 他 に本
館 は、 『先 史 時 代 の ヨー ロ ッパ ー そ の 経 済 基 盤 』PrehistoricEurope:theeco-
no〃sicbasis230/14//C他 、 『石 器 時 代 の 狩 猟 民 』TheStoneAgehunters
202.5/111〃D(本 学 名誉 教 授 大塚 初 重氏 に よ る邦 訳2025/53〃H他 が あ る)、 イ
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ギ リ ス 中 石 器 時 代 ス タ ー ・カ ー 遺 跡 の 学 際 的 調 査 報 告 書ExcavationsatStar
Carr:anearlyMesolithicsiteatSeamernearScarborough,Yorkshire253/23//Dなど
を 所 蔵 し て い る 。
『古 代 ギ リ シ ャ 』Cot蝕ehll,HenryBernard.4ηc吻'G肥θcα α∫勉 励(ゾ 吻 飢"`α 伽 泥
&philosophyviewedinconnexionwithitsexternalhistoryfromearliesttimestotheage
O〆AlexandertheGreat.2nded.Hamap,1915.231/152〃D
『ガ バ ラ 地 域 の 巨 石 墓 』EstevaCm諭as
,Luis.5ψ 〃々 即5〃2卿 〃'co5漉 加G励 α㎜ ∫
(Gerona),1965.236/46〃D,v2




『中 央 ヨ ー ロ ッパ の 先 史 時 代 人 』GoessleらPeteL五%o〃2〃2θ ρだ傭`o吻 〃θぬ 濤
1E〃ηフθcε〃〃ηZθ.1物ηcんわ盆c乃εVbrlag,1924.099/1946〃D
『スイ ス とヨー ロ ッパ の他 の地 域 に お け る湖上 住居 』Kene馬Ferd㎞Imd.Thelake
dwellingsofSwitzerlandandotherparts(～ ズE〃πψε.2nded.,greatlyenl.Longmans,
Green,1878.230/264〃D(2巻)
ケ ラー は、 スイ ス の湖 上住 居 を初 め て研 究 した 人。 これ らが 青 銅 時代 の
所 産 で あ る こ とを解 明。 彼 の研 究 が 端緒 とな り、 各 地 の 湖上 住 居 が 明 らか
に なっ た。
『イ ング ラ ン ドとウ ェー ルズ の考 古 学』Kendrick,ThomasDowning.オ κ加θ01卿
inEnglandandWales,1914-193;.Methuen,1932.233/432〃D
本書 は ブ リテ ン島 の考 古 学 の概 説書 で あ る。著 者 ケ ン ド リックは 、 ヨー
ロ ッパ考 古 学 の学 史研 究 で む しろ名 高 い。 ル ネ ッサ ンス 以 降、徐 々 に で は
あ るが 、宗 教 的枠 組 み に と らわれ ず、 もの の観 察 を重視 した研 究 が増 えて
いっ た こ とを明 らか に した。
『ヨー ロ ッパ 考古 学 の教 科書 』MacalisteろRobe並AlexanderS㎏w飢.Atext-bookof
Europeanarchaeology.CambridgeUniversityPress,192L230/261〃D,v.1
『ク レ タ 島 の 宮 殿 とそ の 建 造 者 た ち』Mosso,Angelo.Thepalacesof(}2彪 α綴
theirbuilders.PUtnanlandSons,1907.231/153〃D
『ヨー ロ ッパ にお け る湖 上住 居』M㎜ ・o,RoberLLω5嬬o'∬ 如α∬薦4E〃 ηρθ.α雄
agesdelapierceetdubronze.C.Reillwald,1908.230/26?〃D
84
『先 史 時 代 の ヨ ー ロ ッ パ 』MUIIα
,SophusOUo.ψgωc漉んθE〃 π1ρ砥'G川 渡 癬
θ加θz、ρ形乃なホo鷹clzθη14π⊃死め1qgz@T出bnel」1905.230/258〃D
『ス ペ イ ン の 化 石 人 類 』Ob㎝aieろHugo.1;b∬'1〃uminSpain.YaleUniversity
P螂s,1924.236/45〃D
『ケ ル ト世 界 の 青 銅 時 代 』Peake
,HaroldJohnEdward.TheBronzeAgeandtheCelt-
isworldBenn,1922.230/260//1)
『ク レ タ 島 の 考 古 学 』Pendlebu琳Jo㎞Devi枕St㎞g免llow.Thearchaeologyof(他姓
anintroduction.Methuen,1939.231/72/CID
『ウ ェ ス ト ・ケ ネ ッ ト の 長 方 形 墳 墓 の 発 掘 調 査1955-56』Pigg砥St㎝t.The
WestKennetLongBarrowexcavations,1955-56.H.M.StationeryOff,1962.
233/435〃D
著 者 ピ ゴ'ッ ト は チ ャ イ ル ド の 後 任 と し て 、 エ ジ ン バ ラ 大 学 の ヨ ー ロ ッ パ
考 古 学 担 当 の 教 授 に 就 任 し た 人 。 本 書 は 新 石 器 時 代 の 集 団 墓 の 発 掘 調 査 報
告 書 で あ る 。
『ギ リ シ ャ の 栄 光 』Stob砥JohnClarke.TheglorythatwasGreece:asurveyofHel-
leniccultureandcivilization.2nded.,rev.Sidgwick&Jackson,[1921].231/151〃D
『ロ ー マ の 栄 光 』StobarUo㎞Clarke.ThegrandeurthatwasRome:asurveyofRc一
〃tarc"御 形 αη4cか'1∠乞o∫ oη.2nded.,rev,Sidgwick&Jackson,1920.232/88〃D
『ポ ン ペ イ の 歴 史 』Th6denaちHemy.p碗 ρ勘 傭,o舵.v,θ ρπv6ε.Nouv.6d.Renouard,
191C.702/167〃 工)
『ミ ュ ケ ー ネ 文 明 の ガ イ ド』Wace,Helen.Mycenaeguide.6thed:MeddenGlavu爬
Co.,1972.231/155〃 工)
『ユ ー ラ シ ア 大 陸 の 古 代 』編 集 者 不 詳 .E〃 ㎜ 吻5(iρ 物 師oη α1むαηあg鳳 肋1勧 〃ε'
初6配0'鷹CO麗 αC澱盗 ∂1ねん 姥0御 θθ〃 セ劾〃(即9助'θ 漉1励 凋 ρε0舵 η砂1θ8'漉1二45'ε
duη074Soci6t6f㎞landaised'arch6010gie,1926一.209/132/π),no.4





『発 掘 一チ グ リス川 を越 えて 一一 ア メ リカ人 女性 の、 イ ラ ク、.クル ド山脈 で
の発 掘 生活 』Braidwood,Linda.DiggingbeyondtheTigris:anf〃2爾α"2wo"2α η研
c乃θ010g競 智5∫oリノq〃グ乙oηα"dig"intheKurdishhills(flraq.H.Schuman,1953.
228/94〃D
著者 の夫 君 は シカ ゴ大 学 オ リエ ン ト研 究 所 とシカ ゴの フ ィー ル ド博物 館
で60年 以上 、 中 近 東 にお け る農 業 の起 源 を テ ー マ に研 究 生 活 を送 った ロ
バ ー ト・ブ レイ ドウ ッ ド教授 で あ る。 『ア ンテ ィオ ク平 原 に お け る発掘 調 査』
ExcavationsinthePlain(fAntiochO99/949//1),V.1『イ ラ ク クル デ ィス タ ≧の先
史学 研 究 』PrehistoricinvestigationsinIraqiKurdistanO99/953//Dなど、夫 君 の ま
とめた遺 跡 調 査 報 告 はい くつ か本 館 が蔵 書 して い る。 本 書 は、夫 君 に連 れ
添 ってイ ラク北部 の高原 で研 究 生活 を送 った ときの記 録 で あ る。
『中近 東 にお け る初 期文 明一 埋 もれ た帝 国 』Carleton,Patrick.Buriedempires:the
earliestcivilizationsoftheMiddleEast,E.Amold,1939.228/92〃D
『イ ラ ン に お け る洞 窟 の調 査 』Coon,CarletonS㎏vens.CaveexplorationsinIran
1949.UniversityMuse㎜,UniversityofPennsylvania,1951.226/9〃D
『バ ビロニ ア とア ッシ リアの歴 史』King,LeonardWilliam.オ 傭 のワ げ β吻Joη め
andAssyria.Chatto&Windus,1910-1928.228/49/BID他(v.2);228/49//D他(v.3)
『ヒ ッタ イ ト』Sayce,AI℃hibaldHenry.TheHittites:thestory(faforgottenempire.
2nded.ReligiousTractSociety.1890.227/21//1;
『ペ ル セ ポ リス ー ペ ル シ ャ の 首 都 』Sane.`Ah.P鋸 印o傭 ㎜ 屈 必 〃納 雇 凡
Sham英 訳7thed.MusaviPrint.Off,1972.226/8〃D
『カ ル デ ィア人 の ウル 』Woolley,CharlesLeonard.〔 〃(抑 加C勿1鹿 器 α彫co'ガ(～f
sevenyears(fexcavation.PenguinBooks,1938.228/15B/1;他著 者 ウ ー リー は、
大 英 博 物 館 ・米 国ペ ン シル ヴ ァニ ア大 学博 物 館 共 同の メ ソポ タ ミア 南部 の
ウ ル遺跡 の調査 を長 く指 揮 し、 「王 墓 」 の発見 で世界 に名 を と どろか せ た研
究者 。 その報 告書 も不 揃 い なが ら、故 杉 勇 教授 や 私 が 発 注 し、 次 の 通 り本
館 に所蔵 され て い る。 『ウル の発 掘 調査 』Urexcavations,099/656〃D,V.1『 ウル
第3朝 の建 造物 』ThebuildingsofthethirddynastyO99/656//D、 『ジ ッダ ラ ッ トと
そ の周 辺』TheZigguratanditssurroundingsO99/656//。本書 はそ の成果 を一般
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向 けに新書 版 で書 き下 ろ した もので、 森 岡妙 子 に よ る邦訳 もあ る。
『バ ビ ロ ニ ア』編 集 者 不 詳.Babylon.Republicoflra9,MinistryofCultureand
Information,1970.228/93//
エ ジプ ト ・エチオ ピア
『古 代 エ ジ プ ト人 の 歴 史 』Breasted,JamesHenry.AhistoryoftheancientEgyptians.
Muna}～1924.242/35〃D
『先 史 時 代 の エ ジ プ ト』Petrie,W.M.Flindels.P励赫o漉1締 む 〃粥 〃傭4勿oyεr
10000bjectsinUniversity(】o〃 θg¢ 五〇ηdoη.BritishSchoolofArchaeologyinEgypt,
1920.099/1939〃D
『最 初 の 王 か ら 第16王 朝 ま で の エ ジ プ ト史 』Petrie
,W.M.Flinde聡.Ahistoryof
五師 む戸o〃 π 乃θθα〃1ε3'ん'ηg3'o'乃 θ.溜'乃 φ ηα∫リノ.10thed.,rev.Methuen,1923.
242/38〃D
『第17 、18王 朝 の エ ジ プ ト史 』Pethe,W.M.Flindels.AhistoryofEgypt:during
'舵X昭!ぬ αη4皿Z漉 吻 α∫∫'a∫.7thed.,enl.Methuen,1924.242/38〃D
『第19か ら 第30王 朝 ま で の エ ジ プ ト史 』Pe面e
,W.M.Flinders.Ahistoryof
聯 ゐ加 〃π加 λ加 隔o功 θλ脳 泌6加 α∫'盗.2nded.Methuen,1918.242/38〃D以上
4書 の 著 者 ペ ト リ ー は イ ギ リ ス 最 初 の エ ジ プ ト学 教 授 で あ り、Egypt
ExplorationFund(エジ プ ト探 検 財 団)よ り 、数 多 く の 報 告 書 を 刊 行 、『ア ビ ュ
ドス 』4伽b∫.099/797〃D他『デ ン デ ラ 』Dθ 融 融,189&099/3992∠/D『デ イ オ ス
ポ リ ス ニ パ ル ヴ ァ 』Dめ 甲o傭Pα 川 α'舵cθ 〃2θ紛 物(ゾ.4δ α御 助 αηゴ〃 諺,1898-9.
099/1548//C『 第 一 王 朝 の 王 墓 』Theroyalto〃zbsoftheearliestdynasties.099/720//
他,pt.2な ど 本 館 も 多 数 所 蔵 し て い る 。 故 杉 原 教 授 旧 蔵 書 は ペ ト リ ー の 数 多
い 発 掘 の 成 果 を 一 般 向 け に ま と め た も の 。 『デ ィ ノ ス ポ リ ス=パ ル ヴ ァ 』 で
提 示 さ れ た ペ ト リ ー に よ る 土 器 編 年 の 方 法 は 、 京 都 帝 国 大 学 の 初 代 考 古 学
教 授 濱 田 耕 作 に よ り 日 本 考 古 学 に 導 入 さ れ 、 現 在 定 着 し て い る 。
『古 代 エ ジ プ トの 文 化 』Wilson
,JohnAlbert.ThecultureofancientEgypt.University
ofChicagoPtess,1956[cl951],242/36〃D





『イ ン ドの古 代 遺 物 一古 代 ヒ ン ドス タ・ンの 歴史 と文 化 』B{㎜e焦LionelD.An一
切〃'鱈(ゾ 加 功'研 αcco卿'(ヅ'乃θ傭 ∫oり2αηゴα伽 彫(ゾαηc'θη'伍'廊 廟.PhilipLee
Warner.1913.225/32〃D
『モ ヘ ン ジ ョダ ロ の 栄 光 』Khan,EA.TheglorythatwasMohenjodam.Dept.of
Archaeology,MinistryofEducation,Govt.ofPakistan,1967.225/33〃D
『シ ベ リア の古 代 民族 と文化 』Okladnik鰍Alekseipavlo蛎ch.Ancientpopulationof
'Siberiaanditsczrlturns.PeabodyMuse㎜,1959.389/192-1/BID他
『イ ン ドネ シア の 巨石 文化 』Peny,WilliamJames.ThE〃2εgo〃'肋 α4血肥(ゾ1溜bηθ一
価.ManchesterUrvversityPress,1918.389/595〃Dl920年代 は、世 界 の す べ て
の文化 は エ ジ プ トを起 源 と し、各 地 に伝 わ った所 産 、 とい う極 端 な伝 播 主
義 が考 古 学 界 で 流行 っ た時期 で あ る。 本 書 はそ の代 表 的著 作 で、 イ ン ドネ
シ アの 巨石 文 化 もエ ジ プ ト起 源 と論 じる。 この よ うな仮説 は現在 受 け入 れ
られ て いな いが 、学 史 の一 こま と して、 認識 して お く必 要 が あ る。
『ス マ トラ島の失 われ た王 国』Sc㎞itgeらEM.ForgottenkingdomsinSumatra.E.J.
B!ill,1939.224/14//1)
『北 京周 口店 第15地 点新発 見 の 旧石器 文化 の研 究 予 察』斐 文 中.Apreliminary
studyonanewPalaeolithicstationknownasLocality15withintheChoukoutienregion.
不 明.222/721〃D
『極 地 圏 に お け る生 活 』RaymondFoundationstaffmembers.Lifeinthepolarre-
g燃.ChicagoNaturalHistoryMuseum,1960.297/'40//D
新大 陸(1):全 域
『ア メ リ カ の 先 史 時 代 』Nadaillac
,JeanF㎜goisAlbe宜duPougetP混一傭'o配
America.Putnam,1893.250/9〃D
『ア メ リ カ 先 住 民 が 使 っ た 植 物 』Svob(xia,Mane.PlantsthattheAmericanIndians
used.ChicagoNaturalHistoryMuseum,1958.471/2〃D
88
『ア メ リ カ 先 住 民 の 文 化 史 に 関 す る 新 解 釈 一 ワ シ ン ト ン 人 類 学 協 会75周 年
記 念 論 集 』編 集 者 不 詳.NewinterpretationsofaboriginalAmericanculturehistory:
75thoη 〃∫vε摺o町ソvo1〃〃1E.Anthlて)pologicalSocietyofWashington,1955.250/10〃D




新大 陸(2):北 アメ リカ
『北 ア メ リ カ 先 史 時 代 ガ イ ド』Bre㎜ ,LouisA.Nostoneunturned.analmanacof
NorthAmericanprehistory.RandomHouse,1959.250/8〃D
『シ ベ リ ア か ら ア メ リ カ へ の 移 動 』Fe託d'Ama飴 ,Ricardo.E1α η如 ρ(～gθηo飽S'一
beriayelhombrea〃2θr'cα ηo.InstitutoNacionaldeAntropologiae.Historia,1965.
229/72〃D
『ア ラ ス カ 州 セ ン ト ・ロ ー レ ン ス 島 ク ク リ ッ ク 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 』Geisち0賃o
William.ArchaeologicalexcavationsatKukulik,St.LawrenceIsland,Alaska.U.S.
GovernmentPrintingOffice,1936.254/2//D
『極 北 地 方 の 古 代 人 』Giddhlgs,J.Louis沼 ηc∫θ〃'〃zenoftheArctic.Knopf,1967.
278/2〃D
『極 北 コ ブ ク 川 流 域 の ウ ッ ド ラ ン ド文 化 』Giddi皿gs,J.Louis.TheArcticWoodland
cultureofthe.KobukRiver.UniversityMuseum,UniversityofPemsylvania,1952.
389/594〃D
『ア リ ュ ー シ ャ ン 列 島 に お け る 考 古 学 的 調 査 研 究 』Jochelson,W註ldem孤 オ芦
c乃αθ0169'6α1investigations加theAleutianIslands.CarnegieInstitutionofWashington,
1925.099/1951〃D
『カ ム チ ャ ッ カ に お け る 考 古 学 的 調 査 研 究 』J㏄helson,Waldem飢 オ励oεo㎏ ∫吻1
investigations加 κ〃〃7c乃α'んσ.CarnegieInsdtudonofWashington,1928.099/1952"D
『ワ イ オ ミ ン グ 州 エ デ ン 峡 谷 の 初 期 人 類 』Moss,JohnHall.Early〃zanintheEden
Valley.UniversityMuseum,UniversityofPennsylvania,1951.253/187//D
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新大陸(3):メ ソアメ リカ ・中央 アメ リカ
『古代 メ キ シ コ文 明』Spence,Lewis.ThecivilizationofancientMexico.Cambridge
UniversityPress,1912,256/12〃D
『メ キ シ コ と中央 ア メ リカの 古代 文 明』Spinden,HerbertJoseph.加 漉 〃c∫v'1如一
dons(fMexicoandCentralh〃2α ゴco.AmericanMuseumofNaturalHistory.1917.
256/11〃D
ス ピンデ ンは20世 紀 初頭 に活 躍 した メ ソアメ リカ考 古 学者 で、 この種 の
著作 は多 い。 また、農 業導 入 以前 の時代 をArchaic期(古 期)と 定義 づ け よ
うと し、理 論 的枠 組 み の形 成 に も貢 献 した。
新大 陸(4):南 アメ リカ
『ア ン デ ス 山 脈 の 古 代 文 明 』Means,PhihpAinsworth.Ancientcivilizationsofthe
Andes.ScribnefsSons,1931.268/3〃D
『ペ ル ー、 ヴ ィル ー渓 谷 の先 史 時 代 集 落 』WilleメGordonRandolph.Prehistoric
settlementpatternsintheレ7所Pallet',、Peru.BureauofAmericanEthnologyBulletin,no.
143,SmithsonianInstitution,1953.268/5//D遺跡 を単 一 と して で は な く、 遺 跡
群 の ひ とつ と して捉 え、そ して そ の遺跡 の社 会 的背 景 に迫 ろ う と した、 最
初 の記 念碑 的業 績 。本 書 は ア メ リカ合 衆 国 国 立 ス ミソニ ア ン研 究所 ア メ リ
カ民族 学 局紀 要(BureauofAmericanEthnology,BulletinP469/17//D他)シリー
ズ の一 冊 で あ る。 本学 はそ の シ リーズ をす べ て揃 え て お り、 その解 説 目録
もで き るだ け早 い時期 に活 字 に したい と考 えて い る。 著者 ウィ リー はハ ー
ヴ ァー ド大 学 人 類 学 科 の メ ソア メ リカ担 当 の教 授 を長 く務 め た研 究 者 で、
在 任 中、 マ ヤの セ イバ ルSeibalO99/4790∠ π)、 コパ ンCopan250/22〃Dv.80aな
どの大 遺 跡 を発 掘調 査 した。 本学 には、八 一 ヴ ァー ド大 学 付属 ピー ボデ ィー
人 類学 博 物 館研 究 報 告250/22〃Dも 揃 って お り、 ウ ィ リー教 授 の発 掘調 査報
告 書 や論 考 も多 数、 この シ リー ズ に収 め られて い る。
故杉原教授 の旧蔵書 につ いて、大塚初重氏 は次 のように評価する。 「とく
に驚かされ るのはその内容 だった。(中 略)京 大 と(中 略)東 大 の蔵書 内容
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に匹敵す るほどの揃 え方を していたのである。外国の著名な考古学 ・人類
学関係書 は勿論の こと、(中 略)F・ ペ トリー、J・ エバ ンスの報告書な ども
含 まれていた。社長の考古学趣味 とい うには、 あま りにもアカデ ミックで
あ りす ぎ、アマチュアの域をはるかに超えた内容 であった(『 考古学者 ・杉
原荘介』,pp.4-5)。」まさしくその通 りである。
具体 的には、アジア、 ヨーロ ッパ、南北両アメ リカ大陸 と、 ほぼ世界全
域 を網羅 していること、英語 に限 らず、 ドイツ語、 フランス語、 スペイ ン
語の文献 も集 めてい るこ とが意義深い。個々の本の専門の 「度合 い」か ら
見て も、入門書 か ら遺跡の調査報告書 まで、すべての レヴェルの本 を揃 え
ている。 また博物館紀要 など、商業ルー トで は入手困難 な(出 版 団体に直
接送金す るか、寄贈依頼 を出 して、本 を送 って もらわねばな らない)本 も
数多 くあ り、 その種 の海外研 究機関刊行物 は現在で も日本で確保 すること
に私 は苦労 してい る。1960年 代 以前、 どの ように して このよ うな学術書 を
入手 されたのであろうか。 ひ とつの可能性 は、交換 とい う形で、そ うい っ
た学術書の著者 に杉原教授が ご自身 の著書 を送 られ、そのお礼に貰 われた
のではないだろ うか。 とい うのは、ハーヴ ァー ド大学 トヅァーTbzzer人 類
学 図書館 には、八一ヴ ァー ド大学 で1977年 まで旧石器考古学 を講 じておら
れた故ハー ラム=モ ヴィウスHallI㎜Movius教 授 に杉原教授が送 られた和書
が多数所蔵 されているか らである。
私が特にすば らしい と感 じるのは、考古学 の様 々な研 究領域 において、
学史上画期 を成 した本その もの、あ るいはそういった業績 を上 げた研究者
による本 を必ず揃 えている ことで ある。 これは外国の考古学界 の動向に精
通 していない と、困難 な ことである。考古学専攻発足以降、杉原教授の他、
故杉 勇教授(西 洋古代史)が ウルの王墓 の報告書な ど、中近東、中央アジ
アの考古学 ・美術史 の専門書 を選書 し、 中央図書館蔵書 に加 えられ た。 ま
た私が1999年4月 に赴任 して以来、海外で出版 された研究用 図書の選書 を
行 ってい る。 アメ リカ合衆国で12年 に及 んだ留学経験 をフル に生 か して、
欧文考古学書 を探索 しているが、選書の基準、収集の方 向性 は、杉原教授
が確立 された もので、基本的に私 はそれに従 って いるのみで ある。杉原 教
授 の欧文考古学書収集の伝統は、21世 紀の明治大学で も生 きてい る。
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